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カンキツ高畝栽培研究会 互評会開催 

－ おいしい『紅まる君』の収穫に向けて － 

 

 ８月 25日、JA糸島カンキツ部会高畝栽培研究会主催の園地互評会が開催さ

れ、普及指導センターから担当者が参加しました。 

同研究会では、毎年６～８月にかけて生産者と JA・普及指導センター担当者

が全研究会員の園地を巡回し、着果量・果実肥大・病害虫発生・マルチ被覆の

状況などの確認を行い、高品質果実の安定生産に取り組んでいます。 

今回は、JAと普及指導センターの担当者から、現時点での果実品質目標や、

今後の管理作業について説明した後、２班に分かれ、園地巡回を行いました。

多くの園地では摘果が順調に進んでおり、病害虫の発生は少なく、果実肥大も

良好でした。巡回をした 12名の生産者も、自園地以外を見ることで、様々な

気づきがあったようです。 

高畝栽培で最も多い品種は、12月頃から収穫・出荷される「山下紅早生」

で、糖度が一定基準に達した果実は、『紅まる君』として販売されます。 

普及指導センターは、今後も部会や関係機関と連携を図り、高品質カンキツ

の安定生産に向けた支援を続けていきます。 

   
高畝栽培の様子            園地巡回で生育確認をする生産者 

問合せ先   Tel:092-806-3400 

       Fax:092-806-3367 

園芸畜産課  果樹係 
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